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腎臓内科外来のご紹介

＊健診診断で受診や精密検査の指示があった。
＊健康診断で腎臓が悪いと言われた。

＊糖尿病でかかりつけの先生から腎臓内科を受診

するように言わた。 などなど..

18世紀頃までは尿の色調や清濁の

様相から病態を判断していました。

この絵画はパリ ルーヴル美術館所蔵の

「水腫の女」で、オランダの画家ヘラルト・

ドウが1663年頃に制作したものです。

中央に椅子に腰をかけている女性がおり、

娘と召使いが女性を看病しています。

その隣では、医師が診断のため尿の入った

フラスコを陽光にかざして透視しています。

【大昔の採尿検査】

担当：腎臓内科診療部長 斎藤彰信

初診は火曜日、再診は木曜日です。
ご心配な方は、お気軽にご相談下さい！
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腎臓内科が外来で主に行う検査

＊尿試験紙法は、尿中たんぱくや血尿の有無がわかります。

尿沈渣では、赤血球・白血球混入の有無、他にも尿定量

検査では、尿たんぱくの量や、食塩摂取量、カリウムの摂取量

まで推定することができます。

＊超音波を使用して腎臓の形態、血流、血管等を調べます。

右腎 左腎

他に腎臓生検、人工透析導入のためのカテーテル留置
などは、東邦大学医療センター大森病院の腎センター
と連携しています。

＊人工透析は、当院でも実施可能です＊

腎臓超音波検査

尿試験紙法

＊採血は、腎臓機能の評価ができます。採血


